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郎
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摘
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ω

財
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忠
義
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就
て

経
清
統
計
碕
同
際
保
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就
て

禁
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[
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経
済
統
計
に
閲
す
る
園
際

傑
約
に
就
て

有

井

治

eま

カヲ

き

世
界
各
閣
に
於
け
る
艇
憐
統
計
心
圏
綱
方
法
主
改
善
統
一

し
、
以
て
統
計
に
園
際
的
比
較
性
を
附
興
す
る
必
裏
の
存
注
す

る
と
止
は
、
夙
に
認
め
ら
れ
た
所
で
あ
る
o

国
際
統
計
協
合
の

如
き
外
岡
貿
易
統
計
を
中
必
と
し
て
此
の
目
的
の
箆

ι努
力
を

綾
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
大
戦
格
了
後
闘
際
聯
盟
の
成

立
す
る
に
及
ん
で
、
間
際
問
題
解
決
の
要
求
上
、

此
の
種
統
計

の
必
要
を
痛
感
す
る
に
至
り
、
協
合
及
び
恥
柳
盟
の
協
合
又
は
合

併
等
の
改
革
意
見
も
問
て
来
た
の
で
あ
る
。
菰
に
於
て
閑
際
聯

県
経
済
委
員
舎
を
中
心
と
し
て
一
九
二
八
年
三
月
十
九
日
以
後

統
計
曾
議
準
備
委
員
脅
が
成
立
し
、
迭
に
同
年
十
二
月
十
四
日

ジ
ュ
ネ

1
ず
に
於
て
粧
品
開
統
計
に
闘
す
る
関
際
保
約
〔

nsz甲

EO回円。
F
Zヨ
問

E
F
O
噌

Z
E
M
g
z
o
a
何回品

C
E田
S
3
0回
。
刊
号
。

呂町内
V
o
岳

民

閉
E
S
E
-
n
m
E
S
E
a
-〉
が
、
四
十
一
聯
淵
図
及

雑

時

親
済
統
計
に
闘
す
る
闘
際
簡
約
に
就
て

ぴ
非
聯
県
園
の
問
に
調
印
せ
ら
る
お
陀
至
っ
た
の
で
あ
る
。

瓶

甑

保
約
は
本
文
十
八
簡
保
、
議
定
書
及
最
終
議
定
書
よ
り
成

り
、
別
に
~
ハ
簡
の
附
岡
崎
香
が
あ
る
。
本
文
は
大
別
し
て
コ
一
部
分

に
分
た
れ
る
。

そ
の
第
一
一
日
各
闘
が
確
定
的
又
は
向
来
得
る
限
り
作
成
会
或

せ
ん
L
C
す
る
統
計
種
類
の
最
小
限
度
で
あ
る
。
即
ち
共
の
純
聞

は
一
外
閣
貿
易
、
ご
職
業
、
一
ニ
農
業
・
牧
畜
・
林
業
・
漁
業
、
四

採
鏑
及
び
冶
金
、
ほ
工
業
、
仇
物
債
指
数
で
あ
っ
て
、
ト
の
外

園
貿
易
は
更
に
細
分
さ
れ
て
イ
輪
入
及
ぴ
輪
出
の
数
量
及
び
債

格
の
年
及
月
白
統
計
と
、
ロ
外
図
貿
易
に
従
事
す
る
紡
舶
に
し

て
.
内
閣
泌
岨
叫
に
山
入
す
る
も
の
お
岡
籍
別
笠
縛
噸
数
年
統

計
、
若
し
可
能
な
る
時
は
毎
三
箇
月
、
月
統
計
は
備
可
な
り
と

し
て
恥
る
。
附
属
書
六
簡
は
之
等
各
種
統
計
の
作
成
方
法
に
閥

す
る
原
則
を
規
定
し
て
ゐ
る
。

第
二
の
部
分
は
外
岡
貿
易
統
計
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

菅
に
公
表
す
る
の
み
在
ら
中
世
界
各
図
札
於
て
比
較
可
能
た
る

第
二
十
九
巻

，、

五

四

第
酬
規

菊田克郎氏、間際統計協曾と間際聯盟(事詰第三十λ容第四規一昭和四年四

月腕)参l目。
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韓

鋭

組
済
統
計
に
闘
す
る
闘
際
俗
的
に
就
て

方
法
探
肘
の
約
定
を
含
む
。
此
の
部
分
は
、

共
起
加
に
於
て
、

議
題
の
中
心
た
り
し
献
に
於
て
、
特
別
委
H
H
h
闘
を
設
世

Lm重

審
議
さ
れ
た
る
射
に
於
て
、
外
閥
貿
易
統
計
作
成
方
法
忙
附
す

る
保
引
は
強
行
的
に

L
て
仙
の
統
計
作
成
治
訟
忙
闘
す
叩
ぬ
も
の

と
閉
山
山
た
る
t
z
同
時
あ
る
鮪
に
於
て
、
恐

ι〈
僚
約
白
骨
申

J

凶
器
左
る

中
心
部
分
を
た
す
も
の
止
考
へ

ιれ
る
。
依
月
ι
次
項

K
多
少
詳

日
叫
サ
ん
と
す
る
。

第
=
函
凶
際
経
消
統
計
専
門
委
員
合
に
閥
す
る
部
分
で
あ

る
o

専
門
委
員
は
岡
山
者
代
表
白
意
味
、
換
一
一
一
目
す
れ
ば
凶
米
川
の

均
衡
よ
り
も
、
む
し
ろ
例
人
の
技
術
的
能
力
に
基
吉
選
任
せ
ら

札
る
も
の
'
と
た
っ
て
ゐ
る
。
合
の
任
務
は
、

木
俊
約
に
土
り
姿

任
せ
ら
れ
た
る
特
別
の
事
明
は
勿
論
、

木
俗
的
に
上
り
忠
明
さ

れ
た
る
統
計
の
紐
類
に
闘
す
る
保
約
り
規
定
に
係
る
原
則
、
及

協
日
比
又
は
補
完
の
民
的
を
以
て
す
る
必
要
な
る
提
案
等
で
あ
っ

て
、
図
際
経
済
統
計
の
昨
日
米
に
於
け
る
後
民

E
A日
前
し
て
ゐ
る
。

外
国
貿
易
統
計

保
約
は
第
一
に
世
界
主
要
各
閣
の
脈
問
入
品
目
及
び
倒
絡
の

第
二
十
九
谷

第
凹
脱

四
位日

年
及
び
月
統
計
を
作
成
公
表
す
る
旨
E
釦
定
し
て
居
る
。
而
し

て
特
別
の
統
計
組
織
を
有
す
る
各
園
側
地
は
統
計
L
L

羽
立
の
一

四
恥
位
主
認
め
ら
る
l
A

が
故
に
、
登
山
非
二
百
三
簡
の
領
地
統
計

(
叶
司
コ

E
H
G
m
z
gゴ
』
日
ω
)
が
作
成
公
表
せ
ら
れ
る
と
』
止
な

り
、
縦
掛
た
る
迦
則
的
観
擦
を
可
能
た
ら
し
め
る
で
あ

ιぅ。

次

ι外
側
貿
易
統
計
作
成
方
訟
上
K
H町
て
杭
泣
す
べ
き
位
、

従
来
比
較
の
最
も
閃
雌
左
り
と
せ
ら
れ
た
る
英
制
式
心
一
般
川
口

日

朝

(

口

o
E
E
m円
。
同
世
臥
Z
H
)

主
義
止
、

犬
陪
式
の
特
別
貿
易

(円。
B
E
E
n巾

4
m
E己
〉
主
義
ー
と
の
安
協
で
あ
る
。
削
ち
統
計
作

成
方
法
ー
と
し
て
、
↑
特
別
貿
易
表
を
車
刷
叫
に
、
叉
は
一
般
貿
易

〉

去
と
共
に
作
成
す
る
方
法
、
二
輪
入
去
は
純
輸
入
忙
闘
す
る
も

r
t
、

の
A

み
を
掲
げ
、
純
輸
入
貨
物
の
再
輸
出
を
去
川
す
る
方
法
、

の
二
を
認
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
般
貿
易
表
に
は
、
輪
入
に
閥

し
て
は
閥
外
一
切
の
地
よ
り
来
る
綿
て
の
貨
物
を
、
輪
川
に
は

園
内
よ
り
外
に
向
け
ら
れ
た
る
総
て
の
尚
口
聞
を
(
但
し
直
接
遇

過
貿
易
に
泌
す
る
も
の

又
は
池
内
に
於
て
単
に
和
挽
へ
ら
る

t
A

も
の
を
除
き
)
計
」
す
る
と
し
に
k
h

し
、
特
別
貿
易
去
に
は

聡
入

ι闘
し
て
は
園
内
の
泊
費
の
伺
と
巾
告
せ
ら
れ
た
る
一
切

f日連11大惜 EτnstMachaim j La po.-tee de la Convention Intcrnationalc 
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の
貨
物
及
び
加
工
貿
易
(
円
。
E
5
2
2
H
5
P
2
5
自
E
3円
)
又

は
修
縦
割
H
H
却
(
円
。

E
Z耳
め
骨
日
吉
互
一
。
コ
)
を
合
ま
し
め
、

輪
山
K
於
て
は
関
内
に
て
生
漆
せ
ら
れ
又
は
内
凶
化
せ
ら
れ
た

る
一
切
の
尚
品
を
包
含
せ
し
む
る
E
と
与
し
て
ゐ
る
。
別
に
悶

訟
の
神
間
上
地
貿
易
(
口
E
H
H
O
H
n
m
m
}
o
f
e

た
る
江
川
主
以
て

従
来
の
諸
味
に
於
け
る
英
側
式
一
般
貿
易
主
示
す
の
で
あ
る
。

か
〈
て
直
接
及
川
・
料
辿
泊
H
H
U
H
3
2
2
M
M
H
2日
山
忠
一
江
一
日
立
)

の
刊
日
誌
は
明
叫
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
の
み
た
ら
+
、
英
悶
式
の

抽
附
輪
川
は
正
確
に
大
陣
式
の
特
別
品
川
川
に
間
接
通
過
貿
易
を
加

算
せ
る
も
の
と
な
り
、
前
者
の
純
輸
入
は
大
開
後
者
の
特
別
職

入
に
川
接
通
過
貿
易
を
加
算
せ
る
も
の
主
た
る
。
輸
入
の
場
合

に
正
確
に
一
致
し
な
い
の
は

一
定
期
間
に
於
て
保
税
貨
物
は

大
陣
式
に
あ
っ
て
は
内
闘
消
費
在
日
的
」
す
止
巾
針
せ
ら
れ
た

る
川
山
り
特
別
職
入
に
含
ま
れ
左
い
か
ら
で
あ
る
。

統
計
似
絡
は
加
川
ー
と
し
て
凶
撹
(
場
合
に
よ
り
陸
境
又
は
海

境
)
技
師
同
格
、
即
ち
職
入
は
C
・I
-
b
M間
格
に
よ
り
輪
出
は
F
・

O
-
H
・
倒
格
に
よ
る
。
詳
言
す
れ
ば
輪
入
品
は
仕
州
地
に
於
け

る
倒
格
に
輸
入
闘
の
図
境
迄
の
運
賃
及
保
険
料
を
加
算
せ
る
も

雑

鋭

松
山
間
統
計
に
闘
す
る
闘
際
陣
約
に
就
て

の
で
あ
り
、
輸
出
品
は
輸
出
闘
境
に
於
け
る
巾
収
波
又
は
織
道

若
〈
は
道
路
の
車
帆
波
仙
段
で
あ
る
。
向
輸
入
日
間
陀
就
て
は

職
人
闘
に
於
て
謀
せ
ら
る
、
総
入
税
・
内
凶
税
・
及
び
知
似
の
課

金
は
倒
格
よ
り
拡
除
せ
ら
る
べ
く
、
輪
出
品
民
就
て
は
輸
出
凶

に
於
て
謀
せ
ら
る
i
h

輸
出
税
咽
内
閣
枕
l
A
ぴ
知
似
の
課
金
ほ
現

貨
に
齢
州
貨
物
に
耕
せ
ら
る
-
A

問
問
り
、
之
に
匂
合
せ
ら
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

輪
山
入
貨
物
内
訂
託
方
訟
に
附
す
る
純
U
M
訟
と
糾
掃
訟
の
釘

立
は
解
決
さ
る
h
A

と
と
な
/
¥
之
を
併
存
せ
し
什
る
払
統
計
の

比
絞
性
を
妨
ぐ
る
も
の
に
非
十
と
さ
れ
、
唯
採
川
せ
る
方
法
の

明
確
丘
る
説
明
を
製
氷
す
る
に
止
う
て
ゐ
る
。
削
ち
各
貨
物
の

計
量
単
位
た
る
重
却
・
長
さ
・
容
積
・
力
量
等
は
正
確
に
定
義
せ

ら
る
べ
く
、
貨
物
の
数
量
が
草
山
花
以
外
の
単
位
に
で
表
示
せ
ら

る
ミ
場
合
に
は
各
間
単
位
又
は
数
多
の
単
位
の
平
均
霊
長
を
年

統
計
に
計
上
す
べ
一
ヨ
ー
で
あ
る
。
制
重
量
(
司

o-rzE)純
雨
量

(
司
日
昔
日
待
)
法
定
純
重
量
(
司
O
H
r

ロ
見
広
岡
己
)
等
白
川
一
刊
に

到
し
て
は
、
異
日
間
熱
の
貨
物
正
也
用
さ
る
h
場
合
に
特
に
正
胤

た
る
定
義
が
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。

第
二
十
九
谷

第
四
統

r、

七

11.¥1 

ii 
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締

録

髄
済
統
計
に
闘
す
る
岡
際
能
約
に
就
て

輪
出
入
貨
物
の
仕
向
地
仕
出
地
に
就
て
は
、
各
闘
は
試
験
的

に
遍
く
在
も
保
約
賞
施
の
失
白
-
月
-
日
よ
り
十
二
簡
月
間

自
ら
濯
律
し
た
る
品
目
に
闘
し
弐
の
記
載
を
な
す
べ
き
も
の
と

}

〉

〉

さ
れ
て
ゐ
る
の
即
ち
一
輸
入
は
、
ィ
原
産
園
文
は
製
席
圏
、
ロ

(

(

〈

〉

)

)

委
託
悶
又
は
仕
出
閥
、
ハ
購
買
岡
、
一
一
輸
出
は
、
イ
消
費
閥
、

(

(

(

 

〕

〉
ロ
委
託
閣
又
は
仕
向
閥
、
町
一
肌
質
問
。
之
等
の
各
一
請
に
は
五
確

-
な
る
定
誌
が
県
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
介
類
の
方
法
に
つ
き

各
国
は
、
試
験
的
期
間
満
了
後
成
る
べ
く
速
に
寅
験
上
惚
め
ら

札
た
る
一
切
D
利
不
利
を
専
門
委
員
舎
に
報
告
す
べ
く
、
専
門

委
員
舎
は
僚
約
寅
施
闘
の
半
数
よ
り
報
告
を
得
た
る
後
三
箇
月

以
内
K
報
告
審
奈
の
結
果
を
記
載
し
た
る
先
書
を
提
出
し
、
此

円
覚
書
は
柿
日
比
協
定
白
白
的
を
以

t
締
約
闘
の
政
府
に
港
付
せ

ら
れ
る
。

四

附

言

統
計
項
目
に
附
し
て
は
最
絡
議
定
書
に
次
の
勧
告
的
寵
録
が

あ
る
。
現
今
多
数
困
家
に
於
け
る
貿
易
統
計
晶
表
が
、
各
図
の

閥
税
品
目
表
に
基
い
て
ゐ
る
の
事
寅
陀
鑑
み
、
岡
際
聯
盟
の
手

第
二
十
九
巻

大

入

第
四
挽

一
四
六

に
立
案
さ
れ
つ
h

あ
る
閥
税
品
目
表
に
関
す
る
事
業
が
相
蛍
進

捗
せ
る
暁
に
、
専
門
委
員
舎
は
統
計
の
目
的
に
利
用
せ
ら
る
べ

き
最
小
限
度
の
品
目
衰
を
作
成
し
締
出
凶
に
提
供
す
べ
く
，
共

の
時
期
迄
各
閣
は
照
念
必
要
な
る
場
合
白
外
、
現
行
統
計
項
同

表
に
何
等
の
改
正

E
加
へ
ざ
る
べ
〈
¥
文
概
略
統
計
項
目
安
は

新
聞
剛
税
品
目
衰
を
採
用
す
る
に
至
ら
ざ
る
閣
家
も
、
外
閣
貿
易

統
計
用
と
し
て
採
用
せ
ら
る
べ
骨
も
の
占
な
っ
て
ゐ
る
。
依
て

共
白
時
期
迄
は
一
丸
一
三
年
四
プ
ラ
ッ
セ
ル
岡
際
協
約
に
基

昔
、
批
准
闘
は
引
被
告
困
際
商
業
統
計
局
に
到
し
、
同
協
約
白

規
定
に
係
る
概
括
衰
を
提
出
す
べ
き
も
白
在
し
て
ゐ
る
。

向
本
僚
約
に
所
関
税
済
統
計
中
に
は
、
銀
行
・
金
融
市
場
・
株

式
取
引
等
に
闘
す
る
金
融
統
計
、
A

官
僚
・
歳
入
・
及
歳
出
等
伝
聞

す
る
財
政
統
計
一
世
含
ま
な
い
。
専
門
委
員
舎
も
之
等
の
統
計
に

閥
す
る
提
申
告
を
た
さ
ざ
る
と
と
ミ
た
っ
て
ゐ
る
。
但
し
農
業
・

勢
働
・
掻
輪
等
に
附
す
る
統
計
は
、
時
閉
め
通
営
た
る
閤
際
の
樫

曾
又
は
機
関
占
協
定
あ
る
場
合
は
提
議
す
る
と
占
が
向
来
る
。

因
に
本
保
約
は
園
際
聯
盟
事
務
総
長
が
十
を
下
ら
ざ
る
聯
盟

図
又
は
非
聯
盟
闘
の
批
准
又
は
加
入
E
受
け
た
る
後
、
九
十
日

大正三年臨約第四披「闘際貿易統計作成に捌する協約」。特に鵠 1，4・2島問。6) 



同
陀
寅
施
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

思
ふ
忙
近
時
の
間
際
問
題
は
、
先
づ
鰹
精
財
政
専
門
委
員
に

よ
る
解
決
策
を
基
礎
と
L
、
攻
で
政
治
家
の
精
組
折
何
虻
よ
り

平
和
的
陀
解
決
さ
る

h
k
一
の
傾
向
止
す
る
。
共
叫
に
は
各
闘

の
鑑
情
欣
践
を
知
り

H
共
の
比
較
の
緊
駐
在
る
己
主
背
を
倹
た

• 

ぬ
。
粧
持
統
計
に
闘
す
る
今
・
火
山
岡
際
俗
的
は
、
富
山
川
的
に
此

。
自
的
に
向
弘
、
賞
に
世
界
白
平
和
主
人
類
の
掛
町
民
に
貢
献
せ

ん
・
と
す
る
白
み
な
ら
守
、
各
閣
の
腕
桝
拙
策
に
も
指
針
を
興
ふ

る
も
の
屯
あ
ち
う
。
併
し
乍
ち
今
後
倫
ほ
長
年
月
民
一
一
H
る
締
約

各
闘
の
民
訟
な
る
梼
カ
ル
』
確
乎
た
る
協
抑
止
陀
侠
つ
所
大
た
る

も
の
が
あ
る

0

・
今
中
機
関
は
既
K
調
整
さ
れ
た
、
之
を
週
轄
す

ベ
き
時
の
到
来
を
倹
ち
n
d
h
あ
る
。


